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佐
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木　

杏　

里

 

︵
手
錢
美
術
館
学
芸
員
︶

摘
　
　
要

出
雲
市
大
社
町
手
錢
家
に
伝
来
す
る
文
芸
資
料
の
中
か
ら
︑
俳
諧
紀
行
﹃
閑
屋
津
里
草
﹄
を
紹
介
す
る
︒
こ
の
資
料
は
︑
大
社
に
お
け
る
文
芸
活
動
の
実

態
を
見
る
上
で
︑
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
︒

キ
ー
ワ
ー
ド
:
閑
屋
津
里
草
︑
手
錢
有
秀
︑
俳
諧
紀
行
︑
杵
築
文
学
︑
手
錢
美
術
館

は
じ
め
に

　
﹃
閑
屋
津
里
草
﹄︵
か
や
つ
り
ぐ
さ
︶
は
︑
手
錢
有
秀
︵
手
錢
家
五
代
︶︑
同
郷
の

友
人
で
あ
る
時
雨
庵
寸
龍
︑
梧
桐
薗
里
信
の
三
人
が
︑
奥
出
雲
を
経
由
し
て
大
山

︵
角
盤
山
︶
へ
と
旅
し
た
様
子
を
︑
発
句
と
共
に
記
し
た
俳
諧
紀
行
で
あ
る
︒

　

著
者
の
手
錢
有
秀
︵
明
和
八
︿
一
七
七
一
﹀
~
文
政
三
︿
一
八
二
〇
﹀︶
は
︑
寛

政
八
年
︵
一
七
九
六
︶
父
の
死
に
よ
り
手
錢
家
五
代
目
当
主
と
な
り
︑
千
家
家
︵
出

雲
大
社
国
造
家
︶
近
習
格
︑
杵
築
六
ヶ
村
大
年
寄
な
ど
を
勤
め
た
︒

　

号
は
︑
衝
冠
斎
︑
薄
庵
︑
雅
硯
な
ど
︒
文
芸
︑
篆
刻
︑
能
楽
︑
絵
画
等
々
お
お

く
の
趣
味
を
持
ち
︑
手
錢
家
の
蔵
書
形
成
に
お
い
て
︑
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
︒

　

俳
諧
に
関
し
て
は
︑
手
錢
家
に
伝
来
す
る
蔵
書
︑
草
稿
や
著
述
︑
膨
大
な
詠
草

等
に
よ
り
︑
有
秀
が
日
々
庵
浦
安
と
共
に
︑
当
時
の
杵
築
俳
壇
で
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
が
︑
そ
れ
に
加
え
て
︑
近
年
見
つ
か
っ

た
各
地
の
俳
人
か
ら
の
書
状
な
ど
か
ら
︑
そ
の
具
体
的
な
様
相
も
少
し
ず
つ
明
ら

か
に
な
り
始
め
て
い
る
︒
没
後
一
周
忌
に
あ
た
っ
て
︑
追
善
句
集
﹃
追善

華
罌
粟
﹄

が
編
ま
れ
た
︒

　
﹃
閑
屋
津
里
草
﹄
は
︑
有
秀
の
俳
諧
活
動
や
︑
当
時
の
俳
人
同
士
の
交
流
の
一

端
が
見
え
る
と
い
う
点
で
も
︑
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
︒

一
五

山
陰
研
究
（
第
十
七
号
）
二
〇
二
五
年
三
月
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〈
書
誌
〉

書
型
…
写
本
。
仮
綴
じ
一
帖

寸
法
…
縦
�ù�ú
・
�ü
㎝
。
横
�ø�ý
・
�û
㎝

表
紙
…
浅
黄
色
。
文
様
な
し

題
簽
…
中
央
無
辺
。「
閑
屋
津
里
草
」
と
墨
書

序
…
…
時
雨
庵
寸
龍

　
　
　

文
化
八
と
せ
の
夏
卯
月
／
梧
桐
薗　

里
信

跋
…
…
于
時
文
化
未
夏
四
月
／
日
々
庵
浦
安
書

字
高
…
�ø�ý
・
�ÿ
㎝
。（
本
文
巻
頭
「
時
雨
梧
桐
…
職
に
し
て
」
を
計
測
）

丁
数
…
全
�ù�û
丁

〈
凡
例
〉

翻
刻
に
あ
た
り
、
私
に
句
読
点
を
補
い
改
行
も
適
宜
改
め
た
。
概
ね
通
行
の
字
体

に
あ
ら
た
め
た
が
、
一
部
原
本
の
表
記
を
残
し
た
。

難
読
箇
所
は
□
で
示
し
、
推
定
で
き
る
文
字
は
﹇　

﹈
で
囲
ん
だ
。

虫
損
箇
所
は
□虫

で
示
し
、
推
定
で
き
る
文
字
に
は
「
虫
」
を
振
っ
た

原
本
の
各
丁
数
お
よ
び
表
（
オ
）・
裏
（
ウ
）
を
（　

）
で
囲
み
示
し
た
。　

落
款
は
〈　

〉
で
囲
み
、
判
読
で
き
た
物
に
つ
い
て
は
記
し
た
。

推
敲
部
分
に
つ
い
て
は
全
て
、
明
ら
か
に
書
き
損
じ
と
思
わ
れ
る
た
め
、
訂
正
後

の
本
文
の
み
を
翻
刻
し
た
。

参
考
の
た
め
、
原
本
の
図
版
数
点
を
最
後
に
示
し
た
。

〈
解
説
〉

　

本
資
料
は
、
手
錢
有
秀
に
よ
る
本
文
に
、
時
雨
庵
寸
龍
、
梧
桐
薗
里
信
に
よ
る

序
文
と
日
々
庵
浦
安
に
よ
る
跋
文
が
い
ず
れ
も
自
筆
で
添
え
ら
れ
、
落
款
ま
で
押

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
完
成
形
、
或
い
は
そ
れ
に
近
い
一
冊
と
思
わ
れ
る
。

数
カ
所
の
推
敲
部
分
は
、
単
に
書
き
損
じ
を
直
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

本
文
に
よ
る
と
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
四
月
十
四
日
、
有
秀
は
他
の
二
人

に
先
立
っ
て
三
刀
屋
へ
向
か
い
、
三
刀
屋
の
松
尾
維
中
（
克
己
庵
）
父
子
の
も

と
で
、
数
日
を
過
ご
し
て
い
る
。（
松
尾
維
中
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
善
隆
氏
に

よ
る
「
克
己
庵
維
中
追
善
集
『
蓮
の
う
て
な
』
―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料

（
十
四
）
―
」（『
山
陰
研
究
』
一
三
、
二
〇
二
〇
）
に
詳
し
い
）

　

数
日
後
、
寸
龍
、
里
信
と
合
流
。
十
七
日
に
木
次
か
ら
横
田
へ
至
り
、
十
九
日

に
は
日
野
川
を
渡
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
山
裾
野
の
風
景
、
中
腹
に
あ
る
寺
社

の
様
子
な
ど
が
記
さ
れ
る
が
、
大
山
の
ど
こ
ま
で
上
っ
た
の
か
は
書
か
れ
て
い

な
い
。

　

二
十
一
日
の
午
後
に
は
米
子
へ
下
り
一
泊
。
翌
日
、
舟
で
安
来
へ
と
向
か
い
、

松
江
で
解
散
。
二
十
三
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
杵
築
へ
戻
る
と
い
う
、
一
週
間
か

ら
十
日
の
旅
程
だ
っ
た
。

　

悪
天
候
に
苦
労
し
、
難
路
を
踏
破
し
、
道
々
寺
社
に
立
寄
り
、
人
々
の
生
活
や

歴
史
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
こ
こ
こ
で
句
を
詠
む
と
い
う
こ
の
旅
の
様
子
が
、
生
き

生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
序
跋
に
い
ず
れ
も
「
卯
月
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
旅
か

ら
帰
っ
て
数
日
の
内
に
、
一
気
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
旅
を
発
起
し
た
の
が
だ
れ
だ
っ
た
の
か
、『
閑
屋
津
里
草
』

と
い
う
題
を
、
誰
が
ど
う
い
う
意
図
で
つ
け
た
の
か
、
序
文
、
本
文
を
読
ん
で
も

は
っ
き
り
し
な
い
。

　

題
に
つ
い
て
は
文
章
を
書
い
た
有
秀
本
人
が
つ
け
た
可
能
性
も
高
い
が
、
序
文

か
ら
は
、
時
雨
庵
寸
龍
が
題
を
つ
け
た
と
も
読
み
と
れ
る
。

　

有
秀
が
本
文
を
書
い
て
い
る
の
は
、
発
起
し
た
か
ら
で
は
な
く
三
人
の
中
で
句

文
の
技
倆
が
最
も
高
い
と
見
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
有
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“Kayatsurigusa” 
― reprint and introduction; 

Documents of Tezen Family Archives（8） ―

SASAKI Anri
（Tezen Museum）

〔 A b s t r a c t 〕

　To reprint and introduce “Kayatsurigusa” written by Arihide Tezen. “Kayatsurigusa” is a 
valuable material to know about haikai poems in the Taisha region of Edo period.

Keywords: Kayatsurigusa, haikai, Kiduki-Bungaku, Tezen Arihide,  Tezen Museum

二
六

『
閑
屋
津
里
草
』 

―
手
錢
家
所
蔵
資
料
紹
介
（
八
）
―
（
佐
々
木
杏
里
）
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